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韓
国
の
総
選
挙
と
今
後
の
政
局

野
　
副
　
伸
　
一

　
　
　
ウ 

リ 

党 

の 

圧 

勝

　
韓
国
で
は
第
十
七
代
国
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
五
日

に
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の
総
選
挙
の
争
点
は
一
ヶ
月
前

の
三
月
十
二
日
に
国
会
を
通
過
し
た
大
統
領
弾
劾
決
議

の
是
非
に
あ
っ
た
。
弾
劾
決
議
の
不
当
性
を
訴
え
る
与

党
ヨ
ル
リ
ン
・
ウ
リ
党
（
開
か
れ
た
我
が
党
の
意
、
以

下
ウ
リ
党
と
略
）
に
対
し
、
正
当
性
を
主
張
す
る
野
党

ハ
ン
ナ
ラ
党
と
民
主
党
が
厳
し
く
対
決
し
た
。

　
今
回
の
総
選
挙
で
は
、
議
席
数
が
二
七
三
か
ら
ま
た

以
前
の
二
九
九
に
戻
さ
れ
た
。
二
九
九
の
内
訳
は
、
地

方
区
が
二
四
三
、
比
例
代
表
が
五
六
で
あ
る
。
投
票
率

は
六
〇
・
六
％
で
、
前
回
の
五
七
・
二
％
よ
り
三
・
四

％
高
く
、
十
六
年
ぶ
り
に
投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
が

掛
け
ら
れ
た
。選
挙
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
表
参
照
）
。

　
第
一
は
、
ウ
リ
党
の
圧
勝
で
あ
る
。
改
選
前
に
四
九

議
席
（
議
席
数
の
十
七
・
九
％
）
だ
っ
た
の
が
一
五
二

議
席
（
議
席
数
の
五
〇
・
八
％
）
へ
と
急
増
し
、
過
半

数
を
一
挙
に
制
し
た
。
圧
勝
で
あ
る
。「
与
小
野
大
」（
少

数
与
党
）
体
制
か
ら
「
与
大
野
小
」
体
制
へ
の
転
換
に

よ
り
、
与
野
党
の
勢
力
図
が
逆
転
し
た
。

　
第
二
は
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
善
戦
で
あ
る
。
ハ
ン
ナ
ラ

党
は
改
選
前
の
一
三
七
議
席
（
同
五
〇
・
一
％
）
か
ら

一
二
一
議
席
（
同
四
〇
・
四
％
）
へ
と
議
席
を
減
ら
し

た
。
大
統
領
選
挙
で
の
巨
額
不
正
献
金
の
発
覚
、
さ
ら

に
弾
劾
決
議
に
対
す
る
世
論
の
反
発
で
惨
敗
の
予
想
が

強
か
っ
た
が
、
朴
槿
恵
総
裁
の
登
場
や
鄭
東
泳
ウ
リ
党

議
長
の
失
言
が
追
い
風
に
な
り
、
惨
敗
を
免
れ
た
。

　
第
三
は
、
民
主
党
の
惨
敗
で
あ
る
。
改
選
前
に
六
一

議
席
だ
っ
た
の
が
、
九
議
席
に
減
少
し
た
。
民
主
党
は

も
と
も
と
金
大
中
政
権
時
の
与
党
で
、
盧
武
鉉
政
権
を

誕
生
さ
せ
た
党
で
あ
っ
た
。
し
か
し
金
大
中
派
と
盧
武

鉉
派
の
対
立
が
解
消
さ
れ
ず
、
盧
武
鉉
派
が
出
て
行
く

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
民
主
党
は
惨
敗
に
よ
り
、
空

中
分
解
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
第
四
は
、
民
主
労
働
党
の
躍
進
で
あ
る
。
社
会
主
義

的
綱
領
と
親
北
朝
鮮
的
性
向
を
持
つ
同
党
が
今
回
の
総

選
挙
で
ど
の
程
度
議
席
を
獲
得
で
き
る
か
は
注
目
の
的

で
あ
っ
た
。
そ
の
民
労
党
が
一
挙
に
一
〇
議
席
も
獲
得

し
た
。
民
労
党
の
存
在
は
今
後
の
政
局
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
〈 
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総 

選 

挙 

の 

特 

徴

　
今
回
の
総
選
挙
に
は
、
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
第

一
に
、
急
激
な
世
代
交
代
で
あ
る
。
四
年
お
き
の
総
選

挙
に
世
代
交
代
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
世
代

交
代
は
急
激
と
言
う
し
か
な
い
。
当
選
者
中
、
新
人
が

一
八
七
人
で
、
全
体
の
六
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。

現
役
議
員
の
再
当
選
比
率
は
二
九
・
四
％
で
、
前
々
回

の
総
選
挙
の
四
四
・
三
％
、
議
席
数
を
削
減
し
た
前
回

の
総
選
挙
の
五
二
・
〇
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

ま
た
年
代
別
に
見
る
と
、
三
〇
代
と
四
〇
代
の
当
選
者

が
合
わ
せ
て
五
三
・
一
％
を
占
め
、
前
回
の
三
二
・
五

％
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
地
域
対
立
が
相
変
わ
ら
ず
鮮
明
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙
で
は
ウ
リ
党
が
首
都
圏

（
ソ
ウ
ル
、
京
畿
道
）
で
六
〇
議
席
中
四
一
議
席
、
中

部
圏
（
大
田
、
忠
清
南

北
道
）
で
二
四
議
席
中

一
九
議
席
、
湖
南
地
方

（
光
州
、
全
羅
南
北

道
）
＋
済
州
島
で
三
四

議
席
中
二
九
議
席
を
獲

得
し
た
。
ウ
リ
党
が
民

主
党
や
自
民
連
の
金
城

湯
池
で
あ
る
湖
南
地
方

と
中
部
圏
を
席
巻
し
た

の
で
韓
国
を
東
西
に
分

け
る
と
、
ウ
リ
党
は
西

側
で
圧
勝
し
た
こ
と
に

な
る
。

　
他
方
、
ハ
ン
ナ
ラ
党

　
ウ
リ
党
が
何
故
圧
勝
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由

　
　
吹
き
荒
れ
た
「
弾
劾
逆
風
」

は
嶺
南
地
方
（
釜
山
、
大
邱
、
蔚
山
、
慶
尚
南
北
道
）

で
は
六
八
議
席
中
六
〇
議
席
、
江
原
道
で
は
八
議
席
中

六
議
席
を
獲
得
し
、
東
側
で
圧
勝
し
て
い
る
。
盧
武
鉉

大
統
領
が
慶
尚
南
道
の
金
海
出
身
で
あ
る
た
め
、
韓
国

政
治
の
特
徴
で
あ
る
地
域
対
立
は
薄
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
総
選
挙
結

果
を
見
る
限
り
、
地
域
対
立
は
健
在
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
女
性
の
進
出
で
あ
る
。
前
回
の
選
挙
で
一

五
人
い
た
女
性
議
員
が
、
今
回
は
三
九
人
（
議
席
数
の

一
三
・
〇
％
）
と
倍
以
上
に
増
え
た
。
こ
れ
は
各
党
と

も
女
性
票
を
獲
得
す
る
た
め
比
例
代
表
名
簿
に
女
性
を

半
分
入
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

の
第
一
に
、
「
弾
劾
逆
風
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
三
月

十
二
日
の
野
党
に
よ
る
盧
武
鉉
大
統
領
の
弾
劾
決
議
が

国
民
を
怒
ら
せ
、
弾
劾
決
議
に
反
対
し
た
ウ
リ
党
に
有

利
に
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
野
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
と
民
主
党
は
こ
の
ま
ま
で
は
党
勢

が
ジ
リ
貧
に
な
る
し
か
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
三
月
九

日
に
大
統
領
弾
劾
決
議
案
を
国
会
に
上
程
し
た
。
し
か

し
可
決
の
見
通
し
は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
世
論
調
査
で

国
民
の
六
〇
％
が
弾
劾
決
議
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
れ

は
国
民
が
弾
劾
決
議
に
よ
る
政
治
の
混
乱
と
空
白
を
恐

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
野
党
の
若
手
議
員
を

慎
重
に
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
弾
劾
決
議
案
上
程

に
賛
同
し
た
野
党
議
員
数
は
一
五
二
に
止
ま
り
、
可
決

に
必
要
な
数
一
八
一
に
は
二
九
不
足
し
て
い
た
。
そ
の

結
果
、
弾
劾
決
議
案
の
帰
趨
は
十
一
日
に
行
な
わ
れ
る

盧
武
鉉
大
統
領
の
特
別
記
者
会
見
で
、
ど
う
い
う
演
説

が
行
な
わ
れ
る
か
に
か
か
っ
た
。

　
盧
武
鉉
大
統
領
の
記
者
会
見
で
の
発
言
は
強
硬
な
も

の
で
あ
っ
た
。
「
総
選
挙
の
結
果
を
尊
重
し
、
政
治
決

断
を
す
る
」
と
し
、
野
党
の
主
張
に
は
同
意
も
謝
罪
も

し
な
か
っ
た
。
記
者
会
見
の
内
容
は
、
弾
劾
に
慎
重

だ
っ
た
若
手
議
員
を
賛
成
に
回
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
翌
十
二
日
、
国
会
議
長
席
を
占
拠
し
て
い
た
ウ
リ

党
議
員
を
強
制
排
除
す
る
中
で
行
な
わ
れ
た
投
票
で

は
、
総
投
票
数
一
九
五
票
中
賛
成
が
一
九
三
票
、
反
対

が
二
票
で
、
弾
劾
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
野
党
に
よ
る
弾
劾
決
議
の
強
行
は
、
政
治

の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た
。
弾
劾
決
議
に
反
対
す
る
世

論
は
七
〇
％
に
も
達
し
、
与
党
ウ
リ
党
の
支
持
率
は
大

き
く
上
昇
し
た
。
弾
劾
案
が
上
程
さ
れ
た
九
日
に
二

六
・
七
％
で
あ
っ
た
ウ
リ
党
の
支
持
率
は
、
弾
劾
決
議

（注）カッコ内は定数に対する比率％

政党別議席分布
（単位：人）

定　　数

ウ リ 党

ハ ン ナ ラ 党

民 主 党

民 主 労 働 党

自 民 連

諸派・無所属

欠 　 員

改 選 前

273

49 (17.9)

137 (50.1)

61 (22.3)

0 (0)

10 (3 .6)

14 (5 .1)

2 (0 .7)

改 選 後

299

152 (50.8)

121 (40.4)

9 (3 .0)

10 (3 .3)

4 (1 .3)

3 (1 .0)

－
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ウ
リ
党
の
圧
勝
が
今
後
の
韓
国
政
局
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
か
。
幾
つ
か
の
点
が
指

摘
で
き
よ
う
。

　
　
　
今  

後  

の  

展  

開

案
が
国
会
を
通
過
し
た
十
二
日
に
は
三
二
・
四
％
に
、

さ
ら
に
十
七
日
に
は
四
六
・
八
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。

逆
に
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
支
持
率
は
十
七
日
に
は
十
五
・
八

％
に
ま
で
低
下
し
た
。
「
弾
劾
逆
風
」
が
野
党
陣
営
に

吹
き
荒
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
ハ
ン
ナ
ラ
党

と
民
主
党
の
惨
敗
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
偏
っ
た
報
道
で
あ

る
。
盧
武
鉉
政
権
が
Ｋ
Ｂ
Ｓ
や
Ｍ
Ｂ
Ｃ
と
い
っ
た
テ
レ

ビ
局
の
人
事
を
握
っ
て
い
る
た
め
、
弾
劾
決
議
が
「
国

会
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
」
で
あ
る
と
か
、
「
議
会
制
民

主
主
義
の
破
壊
」
で
あ
る
か
の
ご
と
き
弾
劾
批
判
報
道

が
繰
り
返
し
流
さ
れ
、
与
党
に
有
利
な
雰
囲
気
が
造
成

さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
野
党
側
は
当
然
テ
レ
ビ

局
に
強
い
抗
議
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

　
偏
っ
た
報
道
と
関
連
し
て
、
国
民
の
間
に
盧
武
鉉
大

統
領
が
「
可
哀
想
だ
」
と
い
っ
た
　
判
官
び
い
き
　
に

似
た
感
情
が
流
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

　
以
上
、
ウ
リ
党
の
圧
勝
の
理
由
を
述
べ
て
き
た
が
、

注
目
す
べ
き
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
ウ
リ
党
と
ハ
ン

ナ
ラ
党
の
得
票
率
に
は
獲
得
議
席
数
の
差
が
与
え
る
よ

う
な
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
党
別
得
票
率

を
見
る
と
、
ウ
リ
党
が
三
八
・
三
％
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
が

三
五
・
八
％
と
、
わ
ず
か
二
・
五
％
の
差
で
し
か
な

い
。
小
選
挙
区
制
と
い
う
制
度
が
ウ
リ
党
の
圧
勝
を
も

た
ら
し
た
陰
の
理
由
と
も
言
え
よ
う
。

　
第
一
は
、
盧
武
鉉
大
統
領
の
復
帰
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
ウ
リ
党
は
少
数
与
党
を
脱
皮
し
て
一
挙
に
過

半
数
を
制
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
政
局
は
一
応
安
定
化
の

方
向
に
向
か
お
う
。
憲
法
裁
判
所
は
五
月
中
旬
、
総
選

挙
で
の
結
果
を
受
け
、
国
会
の
大
統
領
弾
劾
決
議
を
棄

却
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
職
務
停

止
状
態
に
あ
る
盧
武
鉉
大
統
領
の
政
界
復
帰
が
実
現
さ

れ
、
カ
ム
バ
ッ
ク
す
る
盧
大
統
領
は
、
よ
り
強
い
権
力

基
盤
の
上
で
政
治
を
行
な
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
と
は
言
え
、
政
局
が
安
定
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

不
安
材
料
が
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
今
後
検
察
に
よ

る
不
正
選
挙
捜
査
の
進
展
に
よ
り
、
ウ
リ
党
か
ら
逮
捕

者
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
ウ
リ
党
は

過
半
数
を
切
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
政
権
党
で
あ

る
ウ
リ
党
は
惨
敗
し
た
民
主
党
議
員
等
の
吸
収
、
場
合

に
よ
っ
て
は
民
労
党
と
の
連
携
で
過
半
数
を
維
持
し
て

行
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
盧
武
鉉
政
権
が
本
来
主
張
し
て
い
た

財
閥
改
革
等
急
進
路
線
を
推
進
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
場
合
に
は
政
局
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
行
こ
う
。

　
第
二
は
、
政
治
の
座
標
軸
の
さ
ら
な
る
左
へ
の
傾
斜

で
あ
る
。
盧
武
鉉
政
権
の
誕
生
は
、
韓
国
に
お
け
る
思

想
対
決
で
左
派
が
勝
利
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

今
回
の
「
弾
劾
逆
風
」
と
ウ
リ
党
の
勝
利
は
、
韓
国
政

治
に
お
け
る
　
左
向
け
左
　
現
象
を
さ
ら
に
際
立
た
せ

る
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
象
徴
が
民
主
労
働
党
の
国
会

進
出
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
反
体
制
運
動
で
逮
捕
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
者
が
当
選
者
の
五
人
に
一
人
（
ウ
リ
党
で

は
四
人
に
一
人
）
と
い
う
状
況
は
注
目
さ
れ
る
。

　
第
三
は
、
第
二
と
関
連
す
る
が
、
経
済
政
策
の
左
へ

の
ぶ
れ
が
強
ま
る
こ
と
で
、
経
済
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
総
選
挙
後
、
ウ
リ
党
と
民
労
党
と

の
間
で
政
策
連
合
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不

動
産
投
機
抑
制
の
た
め
の
「
土
地
公
概
念
」
の
導
入
、
日

雇
い
労
働
者
等
の
正
規
職
化
な
ど
、
両
党
の
主
張
に
共

通
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
両
党
が
政
策
連
合
が

拡
大
し
て
い
く
場
合
、
企
業
家
や
外
国
人
投
資
家
の
不

安
は
強
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
四
は
、
韓
国
政
治
へ
の
北
朝
鮮
の
影
響
が
一
段
と

強
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
労
働
党
の
党
機
関
紙

『
労
働
新
聞
』
は
四
月
十
九
日
「
論
評
」
を
発
表
し
、

ウ
リ
党
の
勝
利
を
高
く
評
価
し
た
。
今
回
の
総
選
挙
と

関
連
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
朝
鮮
の
対
南
工
作
機
関

で
あ
る
韓
国
民
族
民
主
戦
線
（
韓
民
戦
）
が
二
〇
〇
三

年
十
一
月
十
五
日
に
出
し
た
「
二
〇
〇
四
年
総
選
挙
闘

争
指
針
」
（
雑
誌
『
正
論
』
二
〇
〇
四
年
四
月
号
参

照
）
で
あ
る
。
こ
の
「
闘
争
指
針
」
は
、
今
回
の
総
選

挙
を
「
南
北
共
同
宣
言
支
持
、
民
主
改
革
勢
力
」
対

「
米
国
と
事
大
守
旧
勢
力
」
と
の
熾
烈
な
角
逐
戦
と
規

定
し
、
反
ハ
ン
ナ
ラ
党
戦
線
の
構
築
、
民
労
党
の
国
会

進
出
を
闘
争
指
針
の
核
心
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
た
。

　
第
五
は
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
再
生
が
可
能
か
ど
う
か
で

あ
る
。
左
に
大
き
く
傾
い
た
韓
国
の
政
治
状
況
を
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
な
ら
、
「
北
朝
鮮
に
よ
る
南
北
統
一
」

も
今
後
現
実
味
を
帯
び
て
こ
よ
う
。
そ
の
流
れ
を
唯
一

押
し
止
め
ら
れ
る
の
は
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
し
か
な
い
。
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
ハ
ン
ナ
ラ
党
が
清
新
で
、
保
守

理
念
で
再
武
装
し
た
党
に
脱
皮
で
き
る
か
否
か
に
、
韓

国
の
将
来
は
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
の
ぞ
え
し
ん
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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